障がい者のきょうだいが抱える問題と支援のあり方に関する研究 (修士論文要約) by 中村 歩
障がい者のきょうだいが抱える問題と
支援のあり方に関する研究
臨床心理学専修　P09610　中村　 歩 （指導教員　玉瀬耕治教授・大久保純一郎教授）
問題と目的
障がい児のいる家庭では、両親が手の掛かる
同胞に労力を費やすため、多くのきょうだいは
同胞中心の家庭で育つ（遠矢、2009）（本文で
は、障がいのある本人を同胞、その兄弟をさよ
うだいと表記する）。また、同胞の存在による
外出の困難、世話や留守番を仟されるなど、さよ
うだいの行動を制限する状況かおる（立山ら、
1982)。さらに成人後は、親亡き後の同胞の世
話が課題となり、さようだいにとって負担が増
大する（吉川、2008）。このように、きょうだ
いが抱える問題は明らかになっているが、どの
時期にどのような問題が生じるのか、発達的視
点で捉えている研究は少ない。
現行のわが国のきょうだい支援に関する機
関は、1963 年設立の 匚全国心身障害者をもつ
兄弟姉妹の会（略称：きょうだい会）」が代
表的であり、さようだい支援はセルフヘルプ
グループが主である。　しかし、同胞や母親へ
の支援と比較すると数は少なく、年齢に応じ
た支援体制は整っていない。
本研究では、きょうだいが抱える問題を発
達段階別に明らかにし、各時期における支援
のおり方を検討する。また、さようだい会の
ピアサポートにおけるきょうだいの認識につ
いても考察する。
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方法
成人（18歳以上）のきょうだい８名（男性
３名、女性５名）を対象に半構造化面接を行っ
た。質問内容 は、幼少期（就学前）、児童期
（小学生）、思春期（中学生、高校生）、成人
期 （18 歳～30 歳 ） におけ る、 １） 同胞 に
関する問題やストレス　２）その時の対処法
３）求める支援 ４）良い思い出、 きょうだ
い会に関する質問であった。結果の分析には、
KJ 法（川喜田、1986) を用いた。
結果と考察
さ よ う だ い が 抱 え る 問 題 はTable.1 の よ う
に分 類 さ れ た （ 比 率 はn2 件 中 の 割 合 ）。
問 題 に対 す る 対 処 法　 ６ カ テ ゴ リ ー に分 類
（ カ テ ゴ リ ー名 「 」 下 位 項 目 〈 〉 ）： 「 自己
解 決 」〈積 極 的 〉〈回 避 的 〉(32.1%) 。「‾未 解
決 」（31.3 ％ ）。「 他 者 解 決 」〈親 〉〈先 生 〉く家
族 〉〈き ょ うだ い 会〉〈友 達 〉（20.5 ％ ）。「我 慢 」
(13.4%) 。「 泣 く 」(1.8%) 。「自 然 解 決 」（0.9
％）。
求 め る 支 援　10 カ テ ゴ リ ーに 分 類 ： 「他 者
の 援 助 」〈障 が い の 理 解 〉〈 ピ ア サ ポ ー ト 〉
〈自分 へ の 援 助 〉〈助 言 ・知 識 〉く自 分 へ の 理
Table. 1　問 題・ ストレスにお けるKJ 法の結果
分　 類
他者からの攻撃
ネカIティブな感 情
自己実現の制限
下 位 項 目
差別
いじ め
から かい
嫌がら 廿
やさも ち
同 法の存在への困惑
恥ず かしさ
自信 のなさ
行動 の制限
結婚 への不安
交際 時に受けた反対
集団の中での辛 い体験　 同胞のことで心を痛めた出来事
障が い教育の辛さ
同胞の将来への心 配
障がい特性への 抵抗感
直接的被害
障がい理解の困難さ
言えない辛さ
同胞の世話
障がいの末説明
外出の難しさ
他の家族との比 較
同胞支援による不利 益
その他
問題 行動
コミュニケーションの取りにくさ
理解を 得る難しさ
同胞を 理解する難しさ
件数
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?
?
?
?
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?
?
?
?
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?
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?
??
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－
９
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４
３
－
ア
－
４
２
－
５
－
５
－
３
－
２
－
２
－
２
－
２
合計
19(17.0%)
18(16.'
15(13.^
10(  8.9%)
9( 8.0%)
7( 6.3%)
7( 6.3%)
6( 5.4%)
5( 4.5%)
5( 4.5%)
3( 2.7%)
2( 1.8%)
2( 1.8%)
2( 1.8%)
2( 1.8%)
解 〉〈同 胞 へ の 援 助 〉(40.2%) 。「わ か ら な い 」
(32.1%) 。 匚福 祉 サ ー ビ ス 」 〈入 院 ・ 入 所 〉
〈制 度 の充 実 〉〈在 宅 支 援 〉(13.4%) 。「家 族
の 援 助 」（5.4 ％）。「‾問 題 の 消 失 」（2.7％ ）。
「外 出 」「学 校 や 園を 変 わ る」「自 己 コ ント ロ ー
ル の 方 法 」（1.8％ ）。「 気 晴 ら し 」「 そ の 他 」
（0.9％ ）。
良 い 思 い 出　11 カ テ ゴ リ ーに 分 類 ： 「友 達
と の 思 い 出」（17.3 ％ ）。「 家 族 と の 思 い 出 」
〈大 切 に さ れ た 〉〈外 出 〉〈旅 行 〉〈兄 弟 〉く行
事 〉(14.7%) 。「注 目」(14.7%) 。「 趣味 」(13.3
％）。「同 胞 との 思 い 出」(12%) 。 匚自 己 実 現 」
〈仕 事 〉〈 自 由〉〈自ｲ言〉（10.7 ％ ）。「学 校 で の
思 い 出 」〈行 事 〉〈部 活 〉〈学 校 生 活 〉〈先 生 〉
（ ８％ ）。「恋 愛 ・ 結 婚 」（ ４％ ）。「 ピ ア サ ポ ー
ト」（2.7％ ）。「自 立 」「‾特 権 」（1.3％ ）。
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きょうだいが抱える問題、対処法や求める
支援、良い思い出は各時期で特徴があった
(Fig. 1, 2) 。支援策を以下に示す。
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Fig.1　 問題 ・対 処 法 の推 移
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Fig.2　求 める支援・良 い思い出の推 移
幼少期の問題は 匚ネガ｀ティブ｀な感情」くや
きもち〉、匚直接的被害」、対処法は 匚他者解
決」、求める支援は 匚家族の援助」、匚他者の
援助」の割合が高かったため、家族のサポー
トの重要性が考えられる。一緒に外出をする、
さようだいとの時間を作るなど、両親が愛情
を伝えることが必要である。
児童期は 匚集団生活の中での辛い体験」、
匚他者からの攻撃」の相手が友達であり、学
校場面での苦慮がうかがえた。そのため、教
師の理解や配慮が必要であると考えられる。
対処法で 匚他者解決」〈先生〉、求める支援
で 匚他者の援助」〈障がいの理解〉く自分への
援助〉〈同胞への援助〉〈自分への理解〉が認
められることからも示唆される。
思春期は、「他者からの攻撃」が多く、内
容も悪質であるが 匚言えない辛さ」のため、
一人で問題を抱えていると推測された。これ
に対しては、同じ立場の仲間には話せる可能
性かおり、支援の 匚ピアサポート」が期待さ
れる。また、思春期は友人関係を重視する傾
向かあるので、良い思い出の「学校での思い
出」のように友人と楽しく学校生活を送るこ
とも支援の一つと考えられる。
成人期の問題は「自己実現の制限」匚同胞
の将来への心配」で、同胞や自分自身の将来
に目が向き、具体的な支援である 匚福祉サー
ビス」を求める傾向にあった。これ対しては、
対処法で挙げられた 匚他者の援助」の〈親〉
〈きょうだい会〉に相談をし、正確な く助言・
知識〉を得た将来決定が望ましい。また、さよ
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うだい支援も含めた福祉サービスの充実が負
担の軽減に繋がると考えられる。
さようだい会は、語りの内容から年長者の
経験を聞いたり必要な情報を集める場であり、
何でも話せる仲間の存在はきょうだいの支え
になっていると考えられた。
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